
 

平成31年度第１回みえスタディ・チェックの結果（小学校国語） 

１ 第 4学年 

（１）平均正答率，平均無解答率及び領域別平均正答率 

 平均正答率 

（平均正答数） 

平均 

無解答率 

領域別平均正答率 

話す・聞く 書く 読む 言語文化等 

第 4 学年 
66.０% 

(13 問中 8.6 問) 
4.39% 41.6% 20.5% 50.7% 77.8% 

 
（２）正答数別分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：児童数） 

 

（３）各問題の正答率・無解答率 

問題番号 問題概要 
問題 
形式 

正答率 無解答率 

1 

（１） 漢字の読み「期間」 短答 87.6％ 3.14％ 

（２） 漢字の書き「ちきゅう」 短答 74.8％ 4.17％ 

（３） 漢字の読み「着いて」 短答 83.9％ 1.70％ 

（４） 漢字の書き「（ドアを）あける」 短答 82.2％ 2.99％ 

（５） 漢字の書き「むかし」 短答 90.0％ 2.26％ 

２ 

一１ 文の主語を選択する（鳥が えさを 巣に 運んだ。） 選択 65.2％ 1.11％ 

一２ 文の主語を選択する（主語以外に人称名詞を含む文） 選択 49.5％ 1.16％ 

二 慣用句「ねこの手もかりたい」の使い方 選択 89.2％ 1.21％ 

３ 

一 当てはまる言葉を文章から抜き出す（説明的文章） 短答 51.4％ 2.15％ 

二 文章中の問いの答えにあたる内容を要約する 記述 31.2％ 9.14％ 

三 文章のまとめの内容としてふさわしい文を選択する 選択 69.5％ 6.74％ 

４ 
一 三人に共通している発言の仕方の工夫を選択する 選択 73.4％ 7.66％ 

二 話し合いの内容をまとめる 記述 9.7％ 13.65％ 

【成果】 ・「文の主語」を選択することに，改善が見られました。 

【課題】 ・「説明的文章や話し合いの内容をまとめる」ことでは，複数の文や段

落の内容をまとめることに課題が見られます。 
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（４）課題が見られる問題、課題の改善に向けた指導のポイント 

① 課題が見られる問題 

 ４二の設問 （正答率：9.7%）                            

   

  



 

② 解答類型別正答率・誤答率 

問題番号 解 答 類 型 正答 
正答率 

誤答率 

４ 二 

（正答の条件） 

 次の条件を満たして解答している。 

①高橋さんの意見にある，以下の内容を両方取り上げて書いている。 

 ・「外国の人といっしょに折ることができる」という内容 

 ・「折ったものをおみやげにすることができる」という内容 

②小島さんの意見にある，「色やもようがきれい」という内容を書い

ている。 

③ ア の前後につながるように，30 字以上，50 字以内で書いて

いる。 

  

（正答例） 

・外国の人といっしょに折ることや，折ったものをおみやげにするこ

とができ，色やもようがきれいだ（45 字） 

 

  

１ 条件①，②，③を満たして解答しているもの ◎ 9.7％ 

２ 条件①，②は満たしているが，条件③は満たしていないもの  5.6％ 

３ 条件①，③は満たしているが，条件②は満たしていないもの  31.7％ 

４ 条件②，③は満たしているが，条件①は満たしていないもの  2.3％ 

9 上記以外の解答  37.0％ 

０ 無解答  13.6％ 

 
③ 課題の改善に向けた指導のポイント  

   話し合いの内容を正確にとらえて，まとめることができるように指導する 

【第１学年及び第２学年】 

・大事なことを落とさないようにしながら，興味を持って聞くこと。（話すこと・

聞くこと） 

・語と語や文と文との続き方に注意しながら，つながりのある文や文章を書く

こと。（書くこと）  

【第３学年及び第４学年】 

・話の中心に気を付けて聞き，質問をしたり感想を述べたりすること。（話すこ

と・聞くこと） 

・書こうとすることの中心を明確にし，目的や必要に応じて理由や事例を挙げ

て書くこと。（書くこと） 

 指導に当たっては，一つの段落など文章の特定の部分にとどまらず，文章全体に

何が書かれているのかを大づかみに把握させることが大切です。文章中の重要な語

句や文を考えて選び出し，何がわかったのか，何を考えたのかを述べる活動が考え

られます。また，問題の意図を的確に読み取ったり，文章の一部でなく全体を目的

に応じて読んだりすることを意識した指導をすることが大切です。求められている

条件に線を引いて確認するなど問題の意図を読み取る工夫も考えられます。 

 



 

④ 課題に対応したワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊学校の先生方は、上記のワークシートを「授業改善サイクル支援ネット」から、検索キーワー
ド「話し合い」でダウンロードできます。 



 

２ 第 5学年 

（１）平均正答率，平均無解答率及び領域別平均正答率 

 平均正答率 

（平均正答数） 

平均 

無解答率 

領域別平均正答率 

話す・聞く 書く 読む 言語文化等 

第５学年 
47.3% 

(17 問中 8.0 問) 
15.50% 33.8% 13.0% 28.6% 62.2% 

 
（２）正答数別分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：児童数） 

（３）各問題の正答率・無解答率 

問題番号 問題概要 
問題 

形式 
正答率 無解答率 

1 

一（１） 漢字の読み「材料」 短答 93.1％ 1.84％ 

一（２） 漢字の書き「さいしょ」 短答 75.1％ 3.46％ 

一（３） 漢字の書き「（湯を）さます」 短答 65.5％ 13.49％ 

一（４） 漢字の読み「注ぎます」 短答 86.2％ 3.10％ 

一（５） 漢字の書き「けんこう」 短答 63.9％ 8.59％ 

二（１）１ 文の主語を選択する（白い 犬が 元気に 走る。） 選択 71.7％ 2.72％ 

二（１）２ 文の主語を選択する（主語以外に人称名詞を含む文） 選択 26.3％ 3.28％ 

二（２） 文の主語を選択する（複文） 選択 40.3％ 4.33％ 

二（３） 主語と述語のつながりが合うように文を直す 短答 38.1％ 7.60％ 

2 

一 登場人物の様子を適切に表している表現を選択する 選択 72.9％ 4.23％ 

二イ 場面の様子と登場人物の気持ちをまとめる 記述 14.4％ 18.88％ 

二ウ 場面の様子と登場人物の気持ちをまとめる 記述 12.6％ 24.18％ 

3 

一 文章から実験の目的を抜き出す 短答 32.9％ 24.74％ 

二 実験結果から考えられることをまとめる 記述 10.0％ 39.62％ 

4 

一 話し合いの目的として適切なものを選択する 選択 37.7％ 22.73％ 

二 話し合いでの意見として適切なものを選択する 選択 48.4％ 25.12％ 

三 話し合いをふまえて発表内容を直す 記述 15.2％ 55.52％ 

【成果】 ・「文の主語」を選択することに，改善が見られました。 

【課題】 ・文章を読んで内容をまとめることに課題が見られます。 
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（４）課題が見られる問題、課題の改善に向けた指導のポイント 

① 課題が見られる問題 

 ３二の設問 （正答率：10.0%）                            
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② 解答類型別正答率・誤答率 

問題番号 解 答 類 型 正答 
正答率 
誤答率 

３ 二 

（正答の条件） 

 次の条件を満たして解答している。 

①実験結果「ほとんどの人が正しく答えたが，色とかおりを合わせない

場合は色にまどわされたのか，まちがって答える人が半分ぐらいい

た」という内容を書いている。 

②実験結果から「食べものは，かおりよりも色が人間にうったえる力が

強いということが考えられる」という内容を書いている。 

③「合わせない場合」「食べもの」という言葉を両方用いて書いている。 

④前の言葉につながるように，80 字以上，100 字以内で書いている。 

  

（正答例） 

・ほとんどの人が正しく答えたが，色とかおりを合わせない場合は色

にまどわされたのか，まちがって答えた人が半分ぐらいいた。だか

ら，食べものは，かおりよりも色が人間にうったえる力が強いとい

うことが考えられる。（100 字） 

  

１ 条件①，②，③，④を満たして解答しているもの ◎ 10.0％ 

２ 
条件①，②，③を満たし，条件④を満たさないで解答しているも

の  
 1.1％ 

３ 
条件①，②，④を満たし，条件③を満たさないで解答しているも

の 
 2.3％ 

４ 
条件①，③，④を満たし，条件②を満たさないで解答しているも

の 
 3.4％ 

５ 
条件②，③，④を満たし，条件①を満たさないで解答しているも

の 
 3.0％ 

９ 上記以外の解答  40.6％ 

０ 無解答  39.6％ 

 
③ 課題の改善に向けた指導のポイント  

  ＜類型 4＞文章の結論を捉えることができるように指導する 

【第 1 学年及び第 2 学年】 

 ・自分の考えが明確になるように，事柄の順序に沿って簡単な構成を考えるこ

と。（書くこと） 

【第３学年及び第４学年】 

 ・文章全体における段階の役わりを理解し，段落相互の関係などに注意して文

章を構成すること。（書くこと） 

 ・目的に応じて，中心となる語や文をとらえて段落相互の関係や事実と意見と

の関係を考え，文章を読むこと。（読むこと） 

指導に当たっては，文章全体の構成を捉えさせ，それぞれの段落の役割を確認す

ることが大切です。「はじめ，中，終わり」の基本的な構成や，それぞれの部分に何

が書かれているのか，どのようにつながっているのかを意識しながら読み進めるよ

う指導する必要があります。必ずしも結論が「終わり」に書かれているとは限らな

いため，文末表現に着目しながら，事実と意見・感想等を区別して読むことが大切

です。また，接続する語句に着目することで，段落相互の関係が捉えやすくなり，

文章全体の構成や内容の把握を的確にすることにつながります。 



 

  ＜類型５＞書き手の考えとそれを支える根拠に注目するよう指導する 

【第 1 学年及び第 2 学年】 

 ・文章の中の大事な言葉や文を書き抜くこと。（読むこと） 

【第３学年及び第４学年】 

 ・書こうとすることの中心を明確にし，目的や必要に応じて理由や事例を挙げ

て書くこと。（書くこと） 

 ・目的に応じて，文章の要点や細かい点に注意しながら読み，文章などを引用

したり要約したりすること。（読むこと） 

指導に当たっては，段落相互の関係に着目しながら，書き手の考えがどのよう

な理由によって説明されているのか正確に捉えさせることが大切です。また，要

約する際には，中心となる語や文を選び，元の文章の表現をそのまま生かすだけ

でなく自分の言葉に置き換えることも必要であるため，類義語の学習と関連付け

た指導も考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

④ 課題に対応したワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
＊学校の先生方は、上記のワークシートを「授業改善サイクル支援ネット」から、検索キーワー
ド「新聞・記事」でダウンロードできます。 



 

３ 課題の改善に向けた授業例の紹介  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 23 年度 全国学力・学習状況調査小学校の結果を踏まえた授業アイデア例 

（国立教育政策研究所教育課程研究センター作成 より） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26 年度 全国学力・学習状況調査小学校の結果を踏まえた授業アイデア例 

（国立教育政策研究所教育課程研究センター作成 より） 
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平成31年度第１回みえスタディ・チェックの結果（小学校算数） 

１ 第 4学年 

（１）平均正答率，平均無解答率及び領域別平均正答率 

 平均正答率 

（平均正答数） 

平均 

無解答率 

領域別平均正答率 

数と計算 量と測定 図形 数量関係 

第 4 学年 
56.3% 

(15 問中 8.4 問) 
6.79% 55.8% 44.３% 60.4% 54.2% 

 
（２）正答数別分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：児童数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（３）各問題の正答率・無解答率 
問題番号 問題概要 問題形式 正答率 無解答率 

1 

（１） ３４×２７を計算する 短答 72.7％  0.80％ 

（２） １２÷４の式で求められる問題を選ぶ 選択 31.3％  1.08％ 

（３） 色をぬった部分の長さが⅔ｍのテープを選ぶ 選択 23.9％  0.82％ 

2 

（１） 重さがおよそ１㎏のものを選ぶ 選択 64.2％  0.91％ 

（２） 家を出発しておじさんの家に着くまでの時間 短答 44.3％  1.57％ 

（３） あきらさんの持っているカードは弟の何倍か 短答 82.5％  1.72％ 

３ 

（１） けんじさんの考えに合う乗法のきまりを選ぶ 選択 83.5％  2.48％ 

（２） けんじさんの求め方にあてはまる式 短答 42.9％  3.41％ 

（３） 
みさきさんの説明をもとにけんじさんの求め方を言葉と式で

説明 記述 53.5％ 15.28％ 

４ 

（１） 箱の底面の形を選ぶ 選択 82.5％  3.38％ 

（２） 長方形の色紙を対角線で切ってできた三角形の名前 短答 46.8％  7.32％ 

（３） 
長方形の色紙の横の長さがいちばん短くて１２㎝必要な理由

を言葉と式で説明 記述 48.1％ 23.01％ 

５ 

（１） カードを見て４年１組でみかんとりんごが好きな人数 短答 73.6％  4.96％ 

（２） 表と棒グラフを読み取り表題を付ける 短答 76.9％  9.07％ 

（３） はるかさんの考えが正しくないわけを言葉と数を使って説明 記述 17.6％ 26.00％ 

【成果】 ・「表やグラフの読み取り」や「倍の問題」で，改善が見られました。 

【課題】 ・「除法を用いた式の意味」については，各学年で課題が見られ，系統

的に学習内容が積み上がっていません。 



 

（４）課題が見られる問題、課題の改善に向けた指導のポイント 

① 課題が見られる問題 

 １（２）の設問 （正答率：31.3％）                            

 

② 解答類型別正答率・誤答率 

問題番号 解 答 類 型 正答 
正答率 

誤答率 

１ (２) 

（正答の条件） 

 〇１，３ と解答しているもの。 

１「１２まいのクッキーを同じ数ずつ４人に分けます。クッキーは 

１人分何まいになりますか。」 

３「１２まいのクッキーを４まいずつふくろにつめます。クッキーを

全部つめるには，ふくろはいくついりますか。」 

  

１ １，３   と解答しているもの ◎ 31.3％ 

２ １，３，４ と解答しているもの  9.5％ 

３  １，４   と解答しているもの  9.3％ 

４ ３，４   と解答しているもの  1.7％ 

５ ２     を解答に含めているもの  3.8％ 

9 上記以外の解答  43.5％ 

０ 無解答  1.08％ 

１ 



 

③ 課題の改善に向けた指導のポイント  

   多くの演算決定の場面を設定し，絵や図，言葉，式を対応させて指導する 

【第２学年】 A 数と計算 

（３） 乗法の意味について理解し，それを用いることができるようにする。 

ア  乗法が用いられる場合について知ること。 

 

【第３学年】 A 数と計算 

（４） 除法の意味について理解し，それを用いることができるようにする。 

ア 除法が用いられる場合について知ること。また，余りについて知ること。  

 指導に当たっては，問題場面を絵や図，言葉で示し，数量の関係を的確に捉えて式

で表す学習活動をすべての学年で設定することが大切です。その際，児童の発達段階

に応じて，□を使って求める数量を表したり，一つ分にあたる数量を表したりするこ

とを確認しながら，すべての学年で系統的に指導することが大切です。 

  問題文に示された数量を図にして立式する活動を通して，「12 まいのクッキーを４

まいずつふくろにつめる」ことから「１ふくろにつき４まいのクッキーに分ける」こ

とや，「４まいずつ分ける」ことから「１人に４まいずつくばる」ことにつなげて理

解することが大切です。また，本問題のようないくつかの場面で加法・減除法かを判

断して，立式する活動を取り入れることも大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 まいのクッキーを４まいずつふくろにつ
めます。クッキーを全部つめるには，ふくろは
いくついりますか。 

12 人の子どもにクッキーを４まいずつ分け

ます。クッキーは全部で何まいいりますか。 

１ふくろにつき４まいのクッキーに分ける 

→ 式  12÷４ 

１人に４まいずつくばる 

→ 式  ４×12 

 

 

 

 



 

④ 課題に対応したワークシート 



 

 

＊学校の先生方は、上記のワークシートを「授業改善サイクル支援ネット」から、検索キーワー

ド「答えをもとめる式」でダウンロードできます。 
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平成31年度 第1回 みえスタディ・チェック 小5 算数

２ 第 5学年 

（１）平均正答率，平均無解答率及び領域別平均正答率 

 平均正答率 

（平均正答数） 

平均 

無解答率 

領域別平均正答率 

数と計算 量と測定 図形 数量関係 

第５学年 
46.5% 

(15 問中 7.0 問) 
7.90% 54.9% 30.2% 28.1% 45.0% 

 
（２）正答数別分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：児童数） 

 

 

 

 

 

 

 

 
（３）各問題の正答率・無解答率 

問題番号 問題概要 問題形式 正答率 無解答率 

1 

（１） 5.32－0.6 を計算する 短答 80.1％  0.32％ 

（２） 58674 を四捨五入して千の位までのがい数にする 選択 70.7％  0.72％ 

（３） 4.2÷６の式で求められる問題を選ぶ 選択 37.3％  0.88％ 

2 

（１） 3.2÷８の計算のしかたにあてはまる数 短答 65.1％  1.55％ 

（２） 電車に乗っている時間 選択 31.4％  1.62％ 

（３） えんとつの高さは電柱の高さの何倍か 短答 50.3％  2.36％ 

３ 

（１） 
赤いパンジーと白いパンジーの数を別々に式を立てたたくみ

さんの式を１つの式で表す 短答 77.3％  4.92％ 

（２） 
白いパンジーの列も 4 株あるとして立てたみかさんの式を選

ぶ 選択 65.6％  4.15％ 

（３） 
赤いパンジーを 60 株植えるためには，白いパンジーが何株

必要かをたくみさんの説明をもとに言葉と式を使って説明 記述 26.0％ 25.77％ 

４ 

（１） 180°より大きい角○ア の大きさが何度であるかを選ぶ 選択 28.9％  1.95％ 

（２） 囲まれた四角形の名前を選ぶ 選択 51.6％  2.60％ 

（３） 四角形 ABCD がひし形になるわけを言葉や式を使って説明 記述  4.6％ 37.41％ 

５ 

（１） 折れ線グラフの読み取り 短答 49.2％  8.85％ 

（２） 
折れ線グラフが何市のものかを判断し，その理由を言葉と数

を使って説明 記述  6.7％ 13.37％ 

（３） 折れ線グラフとぼうグラフからわかることを選ぶ 選択 52.6％ 12.07％ 

【成果】・「末尾の位のそろっていない小数の減法」で，改善が見られました。 
【課題】・「除法を用いた式の意味」については，各学年で課題が見られ，系統 

的に学習内容が積み上がっていません。  
・「時刻と時間」については，示された情報を基に，条件に合う時間を 

求めることに課題が見られます。 
・経年的な課題である「角の大きさ」については，改善が進んでいません。 



 

（４）課題が見られる問題、課題の改善に向けた指導のポイント 

① 課題が見られる問題 

 １（３）の設問 （正答率：37.3％）                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 解答類型別正答率・誤答率 

問題番号 解 答 類 型 正答 
正答率 
誤答率 

１ (３) 

（正答の条件） 

 〇１，４ と解答しているもの。 

１「ジュースが 4.2L あります。このジュースを６人に等しく分ける

と，１人分は何 L になりますか。」 

４「６m の重さが 4.2kg のパイプがあります。このパイプ１m の重さ

は何 kg ですか。」 

  

１  １，４   と解答しているもの ◎ 37.3％ 

２ １，３   と解答しているもの  5.1％ 

３ １，３，４ と解答しているもの  2.2％ 

４ ２     を解答に含めているもの  6.1％ 

９ 上記以外の解答  48.4％ 

０ 無解答  0.88％ 

 

１ 



 

③ 課題の改善に向けた指導のポイント  

   数量関係を的確に捉え，立式することができるように指導する 
【第３学年】 A 数と計算 

(４)   除法の意味について理解し，それを用いることができるようにする。 
ア 除法が用いられる場合について知ること。また，余りについて知る 

         こと。 
 
【第４学年】 A 数と計算 

（３） 整数の除法についての理解を深め，その計算が確実にできるようにし， 
           それを適切に用いる能力を伸ばす。 

イ  除法の計算が確実にでき，それを適切に用いること。 
 
【第５学年】 A 数と計算 

（３） 小数の乗法及び除法の意味についての理解を深め，それらを用いるこ
とができるようにする。 

ア 乗数や除数が整数である場合の計算の考え方を基にして，乗数や除数 
  が小数である場合の乗法及び除法の意味について理解すること。 

 

指導に当たっては，問題場面を図や数直線の図などに表し，数量の関係を的確に捉
え，立式する活動が考えられます。下のように，乗法の問題場面と除法の問題場面を
それぞれ表した，テープの図と数直線を合わせた図を比較することができるように
することが大切です。その上で，☐の場所が異なることを確認し，割合に当たる大き
さを求める場合には乗法が用いられ，１に当たる大きさを求める場合には除法が用
いられることを理解できるようにすることが大切です。 

問題文に示された小数を整数に置き換えて立式する活動や，本問を用いて，パイプ
の６ｍ（６倍）が 4.2kg であることから，□×６＝4.2 という乗法の式を立て，□を
求めるために除法の式を立てる活動が考えられます。また，乗法や除法の問題場面を
複数提示することで，問題場面を的確に捉えて立式する活動も考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

0 

0 

□ 4.2 

１ ６ 

（Ｌ） 

（つ分） 

×６ 

×６ 

水を６つのバケツに等しく分けたら，１つ分
が 42.Ｌになりました。はじめに水は何Ｌあ
りましたか。 

６ｍの重さが 4.2kg のパイプがあります。

このパイプ１ｍの重さは何 kg ですか。 

式  4.2×６ 式  □×６＝4.2 
      □＝4.2÷６ 

0 

0 

□ 4.2 

１ ６ 

（kg） 

（ｍ） 

×６ 

×６ 



 

④ 課題に対応したワークシート 



 

＊学校の先生方は、上記のワークシートを「授業改善サイクル支援ネット」から、検索キーワー

ド「かけ算 わり算」でダウンロードできます。 

【ヒント】 

１ｍは 0.4ｍより長い

から、１ｍのねだんは

120 円より高くなる

と予想できます。 



 

３ 課題の改善に向けた授業例の紹介  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年度 全国学力・学習状況調査小学校の結果を踏まえた授業アイデア例 

（国立教育政策研究所教育課程研究センター作成 より） 



平成 31 年度第１回みえスタディ・チェック結果（小学校理科） 

１ 第４学年 

（１）平均正答率，平均無解答率及び領域別平均正答率 

 平均正答率 

（平均正答数） 

平均 

無解答率 

領域別平均正答率 

物質 エネルギー 生命 地球 

第４学年 
53.7% 

(16 問中 8.6 問) 
3.36% 57.7% 43.7% 72.0% 44.6% 

 

（２）正答数別分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：児童数） 

 

 

 

 

 

 

 

（３）各問題の正答率・無解答率 

問題番号 問題概要 
問題 
形式 

正答率 無解答率 

1 

（１） モンシロチョウの食べ物 選択 77.3％ 0.33％ 

（２） こん虫の育つ順「さなぎ」 短答 95.2％ 1.50％ 

（３） こん虫の体のつくり 短答 80.4％ 1.64％ 

（４） ヒマワリの育つ順 選択 34.9％ 0.83％ 

2 

（１） 方位磁針の使い方 短答 32.2％ 2.19％ 

（２） かげが動くわけ 記述 56.5％ 8.77％ 

（３） 日なたの地面の温度の正しいはかり方 選択 34.3％ 1.98％ 

（４） 日かげの温度 選択 67.6％ 2.09％ 

（５） 日光が直接当たらない囲い方 選択 32.3％ 2.15％ 

３ 

（１） 台ばかりの使い方の順 選択 68.2％ 2.14％ 

（２） 体積が最も大きいもの 選択 18.9％ 2.19％ 

（３） 形が変わったときの重さ 選択 86.0％ 2.41％ 

4 
（１） 明かりがつくように導線をかき入れる 記述 32.2％ 4.31％ 

（２） 導線をはさみにつないだ結果 選択 79.7％ 3.42％ 

５ 
（１） 日光を重ねたところの明るさと温度 選択 20.3％ 5.25％ 

（２） 実験の結果 記述 42.6％ 12.55％ 
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 【成果】 

・「方位磁針の適切な測定方法を身に付けること」について，平成 24 年度全国
学調の同一設問の正答率との比較で＋7.1 ポイント，平成 29 年度第１回みえ
スタディ・チェックの同一設問の正答率との比較で＋8.3 ポイント改善され
ました。 

【課題】 
・既習の内容や生活経験を基に根拠のある予想や仮説を立て，構想した実験方

法が検証可能かどうかを検討し，結果まで見通しをもつことについては，学
年をまたいで課題が見られます。 

 
 
（４）課題が見られる問題、課題の改善に向けた指導のポイント 

① 課題が見られる問題 

 ５（１）の設問 （正答率：20.3 %）                             

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 解答類型別正答率・誤答率 

問題番号 解 答 類 型 正答 
正答率 
誤答率 

５ (1) 

1 ４ と解答しているもの。 ◎ 20.3％ 

9 上記以外の解答  74.4％ 

0 無解答  5.25％ 

 
③ 課題の改善に向けた指導のポイント  

  光の性質について，根拠のある予想や仮説を発想させ，表現する場面を設定する 
 

【第３学年】Ａ 物質・エネルギー （３）光の性質 

    鏡などを使い，光の進み方や物に光が当たったときの明るさや暖かさを調

べ，光の性質についての考えをもつことができるようにする。 

ア 日光は集めたり反射させたりできること。 

イ 物に日光を当てると，物の明るさや暖かさが変わること。 

   

予想に対する結果の見通しを持たせるためには，予想をさせて終わるのではな

く，子どもたちそれぞれの予想について，「もしその予想が正しいとすればどのよ

うな結果になるのか」まで考えさせてから実験を行うことが大切です。 

例えば，１枚の鏡で光をはね返したときの明るさや暖かさを基準にして，２枚,

３枚と鏡の枚数を増やしそれぞれの光を重ねたときの明るさや暖かさがどうなる

のかの予想を立て，その予想が正しいとすればどのような結果になるのかという

結果の見通しを持って実験を組み立てていく授業展開が考えられます。その際，

それぞれの見通しを話し合う場面を取り入れ，自分と異なる予想をした他者の結

果の見通しを共有する学習活動を取り入れるなど，児童が，他者の予想の内容も

捉えつつ，見通しをもって実験を構想できるようにすることが大切です。 



④ 課題に対応したワークシート 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 
 
 
 
＊学校の先生方は、上記のワークシートを「授業改善サイクル支援ネット」から、検索キーワー

ド「水のあたたまり方」でダウンロードできます。 



２ 第５学年 

（１）平均正答率，平均無解答率及び領域別平均正答率 

 平均正答率 

（平均正答数） 

平均 

無解答率 

領域別平均正答率 

物質 エネルギー 生命 地球 

第５学年 
52.5% 

(18 問中 9.5 問) 
5.59% 56.8% 40.6% 45.7% 68.7% 

 

（２）正答数別分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：児童数） 
 

 

 

 

 

 

 

 

（３）各問題の正答率・無解答率 

問題番号 問題概要 
問題 

形式 
正答率 無解答率 

1 

（１） 日なたの地面の温度の正しいはかり方 選択 68.9％ 0.34％ 

（２） 結果からいえること 選択 83.2％ 0.46％ 

（３） ビーカーの内側の水滴「水じょう気」 短答 71.9％ 2.05％ 

（４） 蒸発によって起こること 選択 50.6％ 0.59％ 

２ 

（１） 電気用図記号を使った回路図 選択 48.7％ 1.02％ 

（２） 検流計の針の位置を予想 選択 27.8％ 1.46％ 

（３） 実験のまとめ 記述 22.6％ 24.42％ 

（４） 乾電池の働きを強くするつなぎ方「直列つなぎ」 短答 54.7％ 12.79％ 

（５） 電流が逆向きに強く流れる回路 選択 49.4％ 1.99％ 

３ 

（１） ほねの役わり 選択 33.4％ 1.07％ 

（２） ボールをけるときの足を動かす仕組み 記述 14.8％ 13.92％ 

（３） ほねとほねのつなぎ目「関節」 短答 79.5％ 7.69％ 

（４） まとめの見出し 選択 55.3％ 3.35％ 

４ 

（１） 空気でっぽうの後玉の位置 選択 44.0％ 1.81％ 

（２） 閉じ込めた空気の性質 選択 66.9％ 2.82％ 

（３） 閉じ込めた水の体積変化 選択 77.6% 2.38% 

（４） 水をおしたときの後玉の位置 選択 52.6% 2.88% 

（５） 実験結果のわけ 記述 43.0％ 19.51％ 
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 【成果】 

・「地面の温度の適切な測定方法を身に付けること」について，平成 30 年度第
１回みえスタディ・チェックの同一設問の正答率との比較で＋17.６ポイント
改善されました。 

【課題】 
・「乾電池のつなぎ方と電流の強さや向きとの関係を，検流計の針の振れ方に適

用し，考察することができる」について，平成 30 年度全国学調の同一設問の
正答率との比較では－17.7 ポイントと課題が見られました。 

・既習の内容や生活経験を基に根拠のある予想や仮説を立て，構想した実験方
法が検証可能かどうかを検討し，結果まで見通しをもつことについては，学
年をまたいで課題が見られます。 

 

 
（４）課題が見られる問題、課題の改善に向けた指導のポイント 

① 課題が見られる問題 

 ２（２）の設問 （正答率： 27.8%）                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

② 解答類型別正答率・誤答率 

問題番号 解 答 類 型 正答 
正答率 
誤答率 

２ (2) 

1 １ と解答しているもの。  37.3％ 

2 2 と解答しているもの。  20.3％ 

3 3 と解答しているもの。 ◎ 27.8％ 

4 4 と解答しているもの。  10.2％ 

9 上記以外の解答  3.0％ 

0 無解答  1.46％ 

 
③ 課題の改善に向けた指導のポイント  

  電気のはたらきについて，根拠のある予想や仮説を発想させ，表現する場面を設
定する 

  
【第４学年】Ａ 物質・エネルギー （３）電気の働き  

乾電池や光電池に豆電球やモーターなどをつなぎ，乾電池や光電池の働きを
調べ，電気の働きについての考えをもつことができるようにする。 

ア 乾電池の数やつなぎ方を変えると，豆電球の明るさやモーターの回り方
が変わること。 

 
４年生でも課題になっていたところで，５年生でも学年をまたいで引き続き課題

になっている部分です。「みはるさんの予想が正しければ」の文を正確に読み取り，
本来この実験で得られる結果を選ぶのではなく，みはるさんの予想が正しければど
のような結果になるかを考える必要があります。そのためには，予想を立てるだけ
ではなく，それぞれの予想について，予想が正しいとすればどのような結果になる
のかまで見通しをもつことが大切です。 

例えば，回路の中をどのように電流が流れているかについて，「モーターまで流れ
て，そのあとは流れない」「モーターまで流れたら，そのあとは弱くなる」「+極，
－極どちらからも同じ強さの電流がモーターへ流れる」など，根拠のある予想に対
して図などで表現し，それを基に話し合うといった授業展開が考えられます。また，
自分と異なる予想をした他者の予想について，それぞれの予想が正しければどのよ
うな結果になるか，結果の見通しを共有する学習活動も考えられます。児童が他者

の予想の内容も捉えつつ，見通しをもって実験を構想できるように指導することが
大切です。 



④ 課題に対応したワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊学校の先生方は、上記のワークシートを「授業改善サイクル支援ネット」から、検索キーワー
ド「回路」でダウンロードできます。 



 

３ 課題の改善に向けた授業例の紹介  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年度 全国学力・学習状況調査小学校の結果を踏まえた授業アイデア例 

（国立教育政策研究所教育課程研究センター作成 より） 


